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＜はしがき＞

本研究は熊本大学大学院自然科学研究科の非線形偏微分方程式論、数学基礎論

及び確率論のメンバーにより、非線形偏微分方程式系に現れる複雑解のフラクタ

ル構造解析を主目的として、平成 18年度～平成 1９年度科学研究費補助金（基

盤研究（Ｃ)）「非線形偏微分方程式系における複雑解のフラクタル構造解析」の

補助の下で行われた。その研究成果を以下に報告する。
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研究成果による工業所有権の出願・取得状況

該当なし。

研究成果

本研究の研究成果について、論文（１）、（３）の全文を次頁より掲載する。
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